
■注意事項
*出品作品は変更になる場合があります。

*資料保護のため、会場内は照明を落としてあります。

*会場内での写真撮影及び携帯電話の使用はご遠慮ください。

*「断腸亭日乗」の原稿のタイトルは表記されたとおりにしました。

*展示構成の都合により、作品の展示順は図録の構成とは異なっておりますのでご了承ください。

No. 資料名 分類 年 発行者 所蔵 展示期間

第一章　東京に生まれて
1 荷風生誕の屋敷見取り図 原稿 明治26年(1893) 永井壮一郎

2 黒田小学校卒業証書(パネル） 印刷物 明治22年（1889） 江戸東京博物館

3 小学校のころの荷風（パネル） 写真 永井壮一郎

4 4歳ごろの谷崎（パネル） 写真 明治２３年（1890） 日本近代文学館

5 「玉取り姫」原稿（パネル） 原稿 日本近代文学館

6 永井荷風　『下谷叢話』 図書 大正１５年(1926) 春陽堂 市川市文学ミュージアム

7 谷崎潤一郎　『幼少時代』 図書 昭和３２年（1957） 文藝春秋新社 市川市文学ミュージアム

8 永井荷風　「鷗外全集をよむ」 原稿 さいたま文学館

9 「花月」（「書かでもの記」掲載） 雑誌 大正7年（1918）5月号 花月発行所 さいたま文学館

10 「校友会雑誌」（第一高等学校）　第百六十五号 雑誌 明治40年（1907）3月 芦屋市谷崎潤一郎記念館

11 東京府立第一中学校時代の谷崎（パネル） 写真 明治37年（1904） 日本近代文学館

12 上海赴任時代の家族写真（パネル） 写真 市川市文学ミュージアム

第二章　二人の青春
13 明治42年ころの谷崎（パネル） 写真 明治42年（1909） 撮影：笹沼源之助 日本近代文学館

14 永井荷風『あめりか物語』 図書 明治42年（1909） 博文館 市川市文学ミュージアム

15 永井荷風『ふらんす物語』 図書 明治42年（1909） 博文館 さいたま文学館 11月26日～12月26日

16 巌谷季雄あて　荷風書簡 書簡 明治37年(1904)2月29日付 さいたま文学館

17 巌谷季雄木曜会あて　荷風書簡 書簡 明治36年（1903）12月28日（消印） さいたま文学館

18 巌谷小波方木曜会あて　荷風書簡 書簡 明治38年（1905）4月25日 さいたま文学館

19 永井荷風「ポオトセット」原稿 原稿 大正7年（1918） さいたま文学館

20 西村恵次郎あて　荷風書簡 書簡 明治38年（1905）4月1日付 日本大学図書館

21 「白樺」第1巻第8号（「自分の見たるロダンの作品」掲載） 雑誌 明治43年（1910）11月ロダン号 洛陽堂 さいたま文学館 前期

22 「スバル」第8号（「悪の華より　其の二」掲載） 雑誌 明治42年（1909）8月号 昴発行所 さいたま文学館 前期

23 「文芸倶楽部」（「あめりか物語」掲載） 雑誌 明治37年（1904）4月号 博文館 さいたま文学館 前期

24 「文章世界」第4巻第13号（「予の二十歳前後」掲載） 雑誌 明治42年（1909）10月号 博文館 さいたま文学館 前期

25 「新文林」第2巻第4号（「仏蘭西文壇の表徴派について」掲載） 雑誌 明治42年（1909）4月号 白鳳社 さいたま文学館 前期

26 「中央公論」 雑誌 明治42年（1909）度 反省社 さいたま文学館 後期

27 「太陽」第15巻第1号（「カルチェー、ラタンの一夜」掲載） 雑誌 明治42年（1909）1月号 博文館 さいたま文学館 後期

28 「新思潮」創刊号　復刻版（「誕生」掲載） 雑誌 明治43年（1910）1号 新思潮社 個人蔵 後期

29 「新思潮」復刻版（「刺青｝掲載） 雑誌 明治43年（1910）3号 新思潮社 個人蔵 後期

30 「三田文学会」（パネル） 写真 明治44年（1911） 日本近代文学館

31 「三田文学」第1号（永井荷風「紅茶の後」掲載） 雑誌 明治43年（1910）創刊号 三田文学会 さいたま文学館

32 「三田文学」第2巻第10号（「谷崎潤一郎氏の作品」掲載） 雑誌 明治44年（1911）11月号 三田文学会 市川市文学ミュージアム

33 「三田文学」（「飇風」掲載） 雑誌 明治44年（1911）10月号 三田文学会 さいたま文学館

34 和服姿の荷風（パネル） 写真 明治41年（1908）秋 日本近代文学館

35 谷崎潤一郎　『青春物語』 図書 昭和8年（1933） 中央公論社 市川市文学ミュージアム

36 谷崎潤一郎　『近代情痴集』 図書 大正8年（1919） 新潮社 個人蔵

令和元年度市川市文学ミュージアム企画展

永井荷風と谷崎潤一郎展

展示目録

2019年11月2日（土）～2020年1月19日（日）

前期：2019年11月2日（土）～12月15日（日）

後期：12月17日（火）～2020年1月19日（日）
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No. 資料名 分類 年 発行者 所蔵 展示期間

37 永井荷風「断腸亭日記　巻之一」 原本
断腸亭書き出し
大正6年(1917)9月16日

永井壮一郎
11月2日～11月17日
1月5日～1月19日

38 永井荷風「断腸亭日記　巻之三」 原本
大正8年(1919)8月5日
大正8年(1919)8月8日

永井壮一郎
11月19日～12月1日
12月3日～12月15日

39 大正10年ころの谷崎（パネル） 写真 大正10年（1921） 日本近代文学館蔵

第三章　東京メルティング・ポット

40 谷崎潤一郎　「東京をおもふ」 原稿
昭和9年(1934)1月号初出「中央公
論」

中央公論社 芦屋市谷崎潤一郎記念館

41 谷崎潤一郎　「魔術師」 原稿 大正6年（1917）1月号初出「新小説」 芦屋市谷崎潤一郎記念館

42 永井荷風　「浅草交響曲」映画筋書き 原稿 さいたま文学館

43 浅草公園第六区の賑ひ（パネル） 写真 明治43年（1910） 国立国会図書館

44 偏奇館での荷風 写真 昭和12年（1937） 市川市文学ミュージアム

45 永井荷風　「偏奇館漫録」 原稿 日本大学図書館

46 永井荷風　「葡萄棚」原稿 原稿
大正7年（1918）9月号初出「中央公
論」

中央公論社 日本大学図書館

47 谷崎潤一郎　『春琴抄』複製原稿 原稿 芦屋市谷崎潤一郎記念館

48 荷風撮影　偏奇館の室内『おもかげ』掲載写真（パネル） 写真 市川市文学ミュージアム

49 荷風筆　偏奇館図（パネル） 軸 大正15年（1926） 日本大学図書館

50 永井荷風　「正宗谷崎両氏の批評に答ふ」 原稿 昭和7年（1932）4月 さいたま文学館 11月2日～11月24日

51 永井荷風　「正宗谷崎両氏の批評に答ふ」 レプリカ さいたま文学館 11月26日～1月19日

52 永井荷風　『つゆのあとさき』初版本 図書 昭和6年（1931）　 中央公論社 市川市文学ミュージアム

53 昭和7年ころの荷風（パネル） 写真 昭和7年（1932）　 日本近代文学館

54 杖をついて歩く谷崎（パネル） 写真 昭和6年(1931) 日本近代文学館

55 「古東多卍（ことたま）」 雑誌 昭和7年（1932）5月号 やぽんな書房 市川市文学ミュージアム

56 嶋中雄作あて　谷崎潤一郎書簡 書簡 昭和6年（1931）11月6日付

57 永井荷風　「荷風随筆」手稿本 原稿

58 永井荷風　「断腸亭日記　巻十一」 原本 昭和2年（1927）正月元旦 永井壮一郎 1月5日～1月19日

59 永井荷風　「断腸亭日記　巻十五」 原本 昭和6年(1931)10月21日 永井壮一郎 11月2日～12月1日

60 永井荷風　「断腸亭日記　巻十六」 原本
昭和7年(1932)3月28日
昭和7年(1932)4月3日

永井壮一郎
12月3日～12月15日
12月17日～12月27日

61 ケラーマンを思わせるボーズを取る葉山三千子（パネル） 写真 太田市立新田図書館

62 ドイツ製二眼レフローライコードⅠ型（パネル） 写真 日本カメラ博物館

63 永井荷風撮影　玉の井界隈夜景 写真 市川市文学ミュージアム

64 谷崎潤一郎　『痴人の愛』 図書 大正14年（1925） 改造社 個人蔵

65 永井荷風　『おもかげ』 図書
昭和13年(1938)
昭和13年(1938)7月15日

岩波書店 市川市文学ミュージアム

66 永井荷風　「断腸亭日記　巻十六続」(複製） 原本
昭和7年(1932)8月27日
昭和7年(1932)10月12日

永井壮一郎
1月5日～1月19日
12月3日～12月15日

67 永井荷風　「断腸亭日記　巻十九」 原本 昭和10年(1935)12月12日 永井壮一郎 12月17日～12月27日

68 永井荷風　「断腸亭日記　巻二十二続」 原本
昭和13年(1938)4月16日
昭和13年(1938)7月15日

永井壮一郎
11月2日～11月17日
11月19日～12月1日

69 谷崎潤一郎　『武州公秘話』 図書 昭和10年（1935） 中央公論社 個人蔵 12月17日～12月27日

70 谷崎関（パネル） 写真 芦屋市谷崎潤一郎記念館

71 永井恆（パネル） 写真 江戸東京博物館

第四章　書く　戦争・「断腸亭日乗」「細雪」

72 谷崎より贈られた断腸亭印 愛用品 昭和16年（1941） 永井壮一郎

73 「断腸亭日乗」下書きの手帳 原本 昭和20年（1945）3月9日 永井壮一郎

74 「中央公論」（「細雪」中止のお知らせ）（パネル） 図書 昭和18年(1943)6月号 中央公論社 個人蔵

75 谷崎潤一郎　私家版『細雪』上巻（パネル） 写真 昭和19年（1944） 中央区立郷土天文館

76 谷崎潤一郎　「細雪」上巻冒頭原稿 原稿 中央公論新社

77 「中央公論」（「細雪」第1回掲載） 図書 昭和18年（1943）1月号 中央公論社 個人蔵
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No. 資料名 分類 年 発行者 所蔵 展示期間

78 永井荷風　「罹災日録」 原稿

79 永井荷風　「罹災日録」書き込み本 図書 昭和22年（1947）

80 永井荷風　「問はずがたり」 原稿 日本大学図書館 前期

81 永井荷風　「踊子」上下　手稿本 原稿 後期

82 竹下英一あて荷風書簡 書簡 昭和15年（1940）6月26日付 日本大学図書館

83 永井荷風　「断腸亭日記　第二十七巻」 原本
昭和18年(1943）正月1日
昭和18年(1943）4月25日
昭和18年（1943）12月31日

永井壮一郎

11月19日～12月1日
11月2日～11月17日
12月3日～12月15日
12月17日～12月27日

84 永井荷風　「断腸亭日記　第二十二続ゝ」 原本
昭和13年（1938）8月8日
昭和13年（1938）10月24日

永井壮一郎
11月19日～12月1日
11月2日～11月17日

85 永井荷風　「断腸亭日記　第二十六」 原本
昭和17年（1942）12月4日
昭和17年（1942）12月8日
昭和17年（1942）12月12日

永井壮一郎
12月3日～12月15日
12月17日～12月27日
1月5日～1月19日

86 永井荷風　「勲章」校正刷 印刷物 永井壮一郎

87 永井荷風　「草紅葉」校正刷 印刷物 永井壮一郎

88 荷風あて谷崎潤一郎書簡 書簡 昭和20年（1945）6月27日付 日本大学図書館 前期

89 荷風あて谷崎潤一郎書簡（軸） 書簡 昭和22年（1947）11月28日付 後期

90 荷風あて谷崎潤一郎書簡 書簡 昭和20年（1945）7月12日付 芦屋市谷崎潤一郎記念館

91 谷崎潤一郎あて荷風書簡 書簡 昭和20年（1945）7月27日付 個人蔵

92 永井荷風「断腸亭日記　第二十九巻」 原本

昭和20年（1945）7月27日
昭和20年（1945）8月13日
昭和20年（1945）8月14日
昭和20年（1945）8月15日
昭和20年（1945）9月16日

永井壮一郎

11月19日～12月1日
11月2日～11月17日
12月3日～12月27日
1月5日～1月19日
複製パネル

93 永井荷風　「断腸亭日記　巻二十三続」 原本 昭和14年（1939）12月2日 永井壮一郎
11月2日～11月17日
12月17日～12月27日

94 永井荷風　「断腸亭日記　巻二十四」 原本 昭和15年（1940）8月1日 永井壮一郎 11月19日～12月1日　

95 永井荷風　「断腸亭日記　二拾八巻続」 原本 昭和19年(1944)8月1日 永井壮一郎 1月5日～1月19日

96 永井荷風　「断腸亭日記　第二十五巻」 原本
昭和16年1月1日
昭和16年6月15日

永井壮一郎
1月5日～1月19日
12月3日～12月15日

97 岡山に疎開中の谷崎潤一郎（パネル） 写真 昭和20年（1945） 芦屋市谷崎潤一郎記念館

98 旧岡山市役所付近焼跡風景（パネル） 写真 岡山空襲展示室

第五章　暮らしのなかで

99 嶋中雄作あて谷崎潤一郎書簡 書簡 昭和20年（1945）9月3日付

100 永井荷風　「亜米利加の思出」 原稿

101 永井荷風　「亜米利加の思出」 校正刷 永井壮一郎

102 永井荷風　「葛飾土産」 原稿 昭和22年（1947） 前期

103 永井荷風　「吾妻橋」 原稿 昭和28年（1952） 前期

104 永井荷風　「向島」 原稿 前期

105 永井荷風　「にぎり飯」（第一稿） 原稿 後期

106 永井荷風　「にぎり飯」（第二稿） 原稿 後期

107 永井荷風　「冬日の窓」 原稿 後期

108 永井荷風　「断腸亭日乗　巻之三十」 原本

昭和21年（1946）1月16日
昭和21年（1946）1月22日
昭和21年（1946）5月10日
昭和21年（1946）5月11日

永井壮一郎

11月2日～11月17日
11月19日～12月1日
12月3日～12月15日
1月5日～1月19日

109 永井荷風　「断腸亭日乗　第三十一」 原本 昭和22年(1947)8月8日 永井壮一郎 12月17日～12月27日

110 相磯勝弥あて　荷風書簡 書簡 昭和20年（1945）8月19日付 日本大学図書館 前期

111 相磯勝弥あて　荷風書簡 書簡 昭和20年（1945）9月9日 日本大学図書館 後期

112 荷風あて　谷崎潤一郎書簡 書簡 昭和22年（1947）9月21日付 永井壮一郎

113 荷風あて　谷崎潤一郎書簡（額装） 額 昭和21年（1946）10月26日付

114 「新生」（「罹災日録」掲載） 雑誌 昭和21年（1946）3月号 新生社 市川市文学ミュージアム

115 「新生」（「罹災日録」掲載） 雑誌 昭和21年（1946）4月号 新生社 市川市文学ミュージアム

116 「新生」（「罹災日録」掲載） 雑誌 昭和21年（1946）5月号 新生社 市川市文学ミュージアム

117 「新生」（「罹災日録」掲載） 雑誌 昭和21年（1946）6月号 新生社 市川市文学ミュージアム

118 永井荷風　『罹災日録』 図書 昭和22年（1947）　 扶桑社 市川市文学ミュージアム
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No. 資料名 分類 年 発行者 所蔵 展示期間

119 佐藤春夫　「弔辞　花を奉る詞」 原稿 永井壮一郎

120 マロニエの花（パネル） 写真 新宮市立佐藤春夫記念館

121 荷風蔵書 佐藤春夫　『美しい町』 図書 昭和22年（1947）　 細川書店 永井壮一郎

122 谷崎潤一郎献本　『都わすれの記』 図書 昭和23年（1948） 創元社 永井壮一郎

123 谷崎潤一郎　『磯田多佳女のこと』 図書 昭和22年（1947） 全国書房 永井壮一郎

124 荷風散人死後始末書（大嶋加寿夫宛） 原稿 昭和16年(1941）1月10日 永井壮一郎

125 永井荷風　「断腸亭日記　巻二十」（複製） 複製 昭和11年（1936）2月24日 永井壮一郎 12月17日～1月19日

126 永井荷風　「断腸亭日記　巻二十一」 原本 昭和12年（1937）6月22日 永井壮一郎 11月2日～12月15日

127 永井荷風楽焼皿 愛用品

128 荷風あて　谷崎潤一郎書簡（額装） 書簡 昭和21年（1946）6月26日付 永井壮一郎

129 晩年市川で暮らしていたころの荷風（パネル） 写真 永井壮一郎

130 荷風が雑司ヶ谷墓地へ埋葬された際の写真（パネル） 写真 昭和34年(1959)5月2日 芦屋市谷崎潤一郎記念館

131 右手が不自由な潤一郎（パネル） 写真 芦屋市谷崎潤一郎記念館

132 荷風のメガネ 愛用品 永井壮一郎

133 谷崎のメガネ 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

134 荷風筆　ワイン昼食の図(軸） 筆墨 永井壮一郎

135 荷風筆　和本の図(軸） 筆墨 大正15年（1926） 永井壮一郎

136 羽織（松子夫人のもの） 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

137 谷崎のコート（背部に「タニサキ」刺繍あり） 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

138 永井荷風　「小掦春風晝　疎櫺夜月秋」書(軸） 書

139 谷崎潤一郎　「○○○○○～」書(軸） 書

140 荷風あて　谷崎潤一郎書簡(軸） 書簡 昭和28年（1953）10月3日付

141 荷風の砂糖壺 愛用品 永井壮一郎

142 荷風のネクタイ 愛用品 永井壮一郎

143 荷風のパナマ帽子 愛用品 永井壮一郎

144 荷風の水滴（ふぐ） 愛用品 永井壮一郎

145 荷風の硯一式 愛用品 永井壮一郎

146 印（荷風散人） 愛用品 永井壮一郎

147 荷風の懐中時計（ロンジン） 愛用品 永井壮一郎

148 谷崎の「只今執筆中」木札 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

149 谷崎の蒔絵硯箱 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

150 谷崎の硯 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

151 谷崎の朱筆 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

152 谷崎使用の印（魯山人）　「大正巳未夏日　魯山人」 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

153 谷崎の文鎮　銅鏡形、鉄扇型 愛用品 芦屋市谷崎潤一郎記念館

154 永井荷風筆　「糸屑にまじる柳～」（複製） 書 市川市文学ミュージアム

155 谷崎潤一郎筆　「我といふ人の心は～」 書

156 荷風のフェルト帽子 愛用品 永井壮一郎

157 荷風のマフラー（ベージュ） 愛用品 永井壮一郎

158 荷風の背広（麻）生成り 愛用品 永井壮一郎

159 荷風のオーバーコート 愛用品 永井壮一郎
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